
 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学生ともなれば、お出かけや習い事等で電車を利用する人が多いのではないかと思い

ます。車内ではテキストを開いて勉強している学生や、タブレットで仕事をしている社会

人などを見かけますが、スマホを見ている人が圧倒的に多いことに気づきます。 

現在の液晶画面を使う機器は、テレビ以外に携帯用ゲーム機、家庭用ゲーム機、ゲームセ

ンターのゲーム機器へと歴史をさかのぼっていくことができます。いわゆるテレビゲーム

の先駆けとなった「インベーダーゲーム」の流行から、早くも半世紀が経過してしまいまし

た。これらのゲーム機は役割や機能を限定した一種のコンピュータでした。 

一般社会においてはすでにコンピュータのオンライン化が進み、銀行や郵便局などの金

融機関や、電車などの公共交通機関の窓口では、全国どこでも預貯金や引き出し、乗車券等

の購入が可能でした。しかし、家庭用のパーソナルコンピュータ（パソコン）

はまだまだ珍しく、一般家庭においては高価なぜいたく品でした。 

パソコンが通信機器としての機能を備えるようになったのは、ＯＳ（オペレ

ーティングシステム）として Windows95 が発売されたことがきっかけと言

われています。一般社会におけるインターネットの幕開けから約３０年が経過

した今、当時は想像もできなかったような発展を遂げています。 

現在では職場や学校でパソコンの普及が進みましたが、スマホやタブレット

の進化はさらに個人の生活スタイルを大きく変えました。知りたいことを検索

し、動画を見たり音楽を聴いたりするだけでなく、家族や仲間と情報を共有で

きたり、自ら情報を発信できるようになりました。 

正しい情報の伝達は、今年度１、２年生が取り組んだ防災学習に大きく関係

します。本当に助けを必要としている人が、一人でも多く、迅速に救われるためには、「責

任ある正確な情報」が必要であり、人としての尊厳をかけて発信しなければなりません。  

インタビューや発言を一部切り取ったような「意見」や「考え」がしばしば報道されます

が、それをどのように受け止めるのかは私たちの判断に任されています。悪意のあるデマ

や誹謗中傷は、もはや人を追い詰める言葉の凶器です。「健全な想像力」で自分をコントロ

ールし、いつも責任ある言動ができるよう心掛けて過ごしたいものですね。 

令和７年１月３１日 

堺市立浅香山中学校 

学校長  中谷  浩治 
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【２月行事予定】February  

日 曜 授業・行事 昼食 日 曜 授業・行事 昼食 

１ 土   16 日 学級委員総会 15:30～  

２ 日   17 月 月１～５、水５   〇 

３ 月 月１～５、集 〇 18 火 火１～５、金５  PTA 実行委 〇 

４ 火 月１～５、学   1・2 年実テ 〇 19 水 水１～５、１年６限研究授業 〇 

５ 水 火１～６   １年６限前日指導  〇 20 木 木１～６    ３年進路懇談 1･2〇 

6 木 木１～６     １年スキー実習 2･3〇 21 金 金１～６    1･2〇 

7 金 金１～６ ３年６限事前指導 2･3〇 22 土      

8 土   23 日 天皇誕生日  

9 日   24 月 振替休日  １・２年試験前日  

10 月 私学入試① 1･2〇 25 火 火１～５、金３  ３年進路懇談  1･2〇 

11 火 建国記念の日  私学入試②   26 水 学年末試験   ３年 月１～４  

12 水 ★水１～６ 〇 27 木         ３年 木２～５    

13 木 木１～６ ３年午前中授業 1･2〇 28 金       ３年 月５金５木５  

14 金 金１～６ 各種委員会 〇        

15 土    

   

 

 

英語のことわざに、「Ｅａｓｙ ｃｏｍｅ , ｅａｓｙ ｇｏ（イージーカム イージーゴ

ー）」という言葉があります。「簡単に手に入れたものやラッキーで得たものは、同じくらい簡

単に失われることが多い」という教えを伝えています。 

学校や会社は、組織の一員として迎えるにあたり、その場にふさわしい人物かどうかを見極

めるため学力試験や面接試験などのハードルを設けています。そして、その場所をめざす希望

者が増えるほどにハードルは高くなり、周囲を上回る努力や精神力が必要となります。実はそ

の力こそが、試験に成功（合格）したのちに最後までやり切る原動力となるのです。 

私は進路指導をする際、選択を迷っている生徒にはよく「挑戦した後悔と挑戦しなかった後

悔はどちらが大きいか」と尋ねました。これは本人が自ら答えを導き出すための方法でした。

自分の性格や傾向を理解していれば、よりベターな選択肢は自ずと決まってきます。 

今、３年生の皆さんが日々積み重ねている努力や苦労には、長い人生を考え

る上で無駄なものなど一つもありません。すべての経験がこれからの自分を支

えていくのです。また、入試というハードルの先には、一人ひとり違った景色

が待っています。一つひとつの経験が自分の成長につながります。３年生の皆

さんが本番で全力を出し切れることを願っています。 

人生のハードルを飛び越えた先に見えてくるもの 

 

 

１･２ 〇：１、２年昼食、 ２･３ 〇：２、３年昼食 

★：１限 8:40～ 50 分６限授業 

 



 

 

 2025年はとても穏やかな幕開けとなり

ましたが、先日の宮崎方面における地震で

は日本中に緊張感が走りました。何事も起

こらないのがとても幸せなことですが、そ

んなのんびりとしたことを言っていられな

いのが現実です。  

阪神淡路大震災は 1995 年１月 17 日

に発生し、多くの方が被災されました。町

は地震によって建造物が壊れただけでな

く、広範囲に渡る火災も被害を拡大してし

まいました。  

被災地において亡くなられた方は６００

０人を超え、住宅被害は６０万軒を超えた

そうです。また、生活を支えるライフライ

ンが寸断されました。  

時がたてば人々の記憶はしだいに薄れて

いきますが、阪神・淡路大震災は決して風

化させてはならない記憶として、毎年１月

17 日には追悼式が行われています。  

また、神戸市には「人と防災未来センタ

ー」、淡路島には断層（野島断層）を当時の

まま保存した北淡震災記念公園があり、当

時の記憶を伝え続けています。  

残念ながら、人間は予兆なしにやってく

る自然災害を前にほぼ無力です。たとえ生

きていても、自分が助かることだけで精一

杯かもしれません。目の前の大切な人を救

えない無念は容易に想像できません。自分

が生きられるよう、そして、身近な人の助

けになれるよう、知恵や力を身につけてお

きたいものです。  

  

 

Ａ「あてはまる」、Ｂ「どちらかといえばあてはまる」  

①朝ご飯を毎日食べていますか    

Ａ 69.6％、Ｂ 16.3％  計 85.9％  

②近所の人にあいさつはしていますか  

Ａ 50.6％、Ｂ 31.9％   計 82.5％  

③災害時、どのように行動するか知っていますか  

Ａ 45.1％、Ｂ 45.1％   計 90.2％  

④自分のことを大切だと思いますか   

Ａ（思う）86.5％、Ｂ（思わない）12.9％  

⑤自分はやればできると思いますか  

Ａ 46.9％、Ｂ 35.0％   計 81.9％  

⑥自分にはよいところがあると思いますか  

Ａ 45.4％、Ｂ 34.1％   計 79.5％  

⑦将来の夢や目標を持っていますか  

Ａ 39.3％、Ｂ 24.5％   計 63.8％  

⑧学校に通うのが楽しいですか  

Ａ 50.3％、Ｂ 32.5％   計 82.8％  

中１: 77.7％、中２: 82.0％、中３ : 88.6％  

⑨いじめられたり、見たりしたときに先生や家族な

どに相談できますか  

Ａ 55.8％、Ｂ 27.0％   計 82.8％  

⑩学校生活で友だちとの関係に満足していますか  

Ａ 70.6％、Ｂ 20.9％   計 91.4％  

⑪学校生活で先生との関係に満足していますか  

Ａ 61.4％、Ｂ 29.5％   計 90.9％  

中 1: 84.8％、中２: 91.0％、中３ : 96.5％  

⑫先生は授業やテストで間違えたところや、理解し

ていないところについてわかるまで教えてくれ

ますか  

Ａ 53.1％、Ｂ 38.7％   計 91.8％  

⑬授業中は学習に集中していますか  

Ａ 45.7％、Ｂ 41.7％   計 87.4％  

⑭学校の決まりやルールを守っていますか  

Ａ（はい）93.3％   Ｂ（いいえ）6.1％ 

阪神･淡路大震災からもう 30 年 R6 堺市児童生徒・学習生活状況調査 

（結果抜粋） ９月実施 



 

 

 ２学期末、１，２年生において眠育アプリを活用した睡眠時間や朝食の有無に関するア

ンケート調査を行いました。毎朝登校したら自身のパソコンを開き、前日の就寝時間や当

日の起床時間等を入力し、２週間記録を取り続けました。 

朝のホームルームが始まる頃には入力を終えている人が多かった一方

で、やや遅れ気味に登校した人は入力する余裕がなかったようです。学校

に届いた集計結果のうち朝食の有無と自起床は、１４日間すべてを記録し

ている人のデータとなるようです。 細かな数字には誤差も考えられますが、浅香山中学

校の１，２年生の夜と朝の生活状況を垣間見ることができると思います。以下の結果を今

後の生活に生かすことができれば、将来の方向性にも違いが出てくるかもしれません。 

学年 平均就寝時間 平均起床時間 平均睡眠時間 自起床の回数 朝食の回数 

１年生 23:20 7:20 7:56 6.5 10 

２年生 23:29 7:21 7:50 8.7 10.9 

学校全体 23:24 7:20 7:54 7.4 10.4 

【学校をよりよくするためのアンケートご協力へのお礼】 

二学期末と三学期始めにアンケートへのご協力をお願いしました。集計結果を検証し、

今後の教育活動に反映させていきたいと考えています。また、結果は後日生徒を通じてお

配りする予定です。お忙しくされている中、ご協力いただきありがとうございました。 

   

 

部活・教科名 大会名 種目 入賞者・結果など 

女子バスケ部 第 11 回 リヴィエカップ 
準優勝 

かがやいていたで賞 １年女子（５番） 

陸上部 
第 41 回 大阪新春マラソン大会 

 ３ｋｍ男子中学生の部 

２年男子 

第５位 10 分３２秒 

 

学校保健 

 

第１５回 健康啓発標語コンクール 

中学校の部 入選 ３年女子 

  同   入選 ２年女子 

  同   入選 １年男子 

 

その他 

第 79 回国民スポーツ大会 大阪府予選  

アルペンスキー 大回転（ＧＳ）  

成年女子Ｂの部 第２位 本校女性教員 

国民スポーツ大会冬季大会（秋田県） 

  スキー競技会 大回転  出場決定  

   

 

 

 

12 月～１月 部活動等の主な活動記録と予定  

学校生活のキーワードは「和(わ)」「礼(れい)」「真(しん)」 
「和」 ： 仲良く、協力し合う気持ち。争いをやめること。 

「礼」  :  敬うこと。感謝の気持ちを表すことば。礼儀。 

「真」 ： いつわりでないこと。まじめなこと。真剣なこと。正しいこと。 


